
屋久島沖での米軍ＣＶ-２２オスプレイの墜落事故に対する意見書 

 

令和５年１１月２９日午後２時４０分頃、米軍横田基地所属のＣＶ-２２オスプレイが通

常訓練により岩国基地から嘉手納基地に向け飛行中、鹿児島県屋久島沖に墜落し、

搭乗者８人全員が死亡する重大事故が発生した。 

搭 乗 員は嘉 手 納 基 地を拠 点 とする第３５３特 殊 作 戦 航 空 団 の傘 下にある部 隊 に所

属するパイロット及び整備士等と報道されている。 

墜落事故の発表を受けて沖縄県及び基地周辺自治体が、事故原因が究明されるま

でオスプレイの飛行停止を求める中、事故発生翌日には普天間基地所属ＭＶ-２２オス

プレイ２機が嘉手納基地に飛来しており、軍事訓練を優先する米軍の姿勢に対し強い

憤りを禁じ得ない。 

本町議会はＣＶ-２２が飛来する度に嘉手納基地への飛来中止を求める決議におい

て断固反対の意思を表明し、その中で横田飛行場配備に関する環境レビューによる県

内訓練場使用計画の撤回を求めてきた。しかし、嘉手納基地には米空軍ＣＶ-２２のみ

ならず、普天間基地所属のＭＶ-２２も頻繁に飛来し、住民居住地上空を飛行する様子

が度 々確 認 されている。沖 縄 防 衛 局 の嘉 手 納 基 地 目 視 調 査 によると今 年 １月 から 

１０月までの間、オスプレイの離着陸等回数はＣＶ-２２が１１６回、ＭＶ-２２も１１９回となっ

ている。 

本 町は陸 軍 貯 油 施 設や嘉 手 納 弾 薬 庫 地 区を抱 えており、町 域のどこに墜 落しても

住 民 を巻 き込 む大 惨 事 に繋 がり兼 ねないことから、今 回 の墜 落 事 故 の衝 撃 は大 きく、

町民に与えた不安と恐怖は計り知れない。 

 よって、嘉手納町議会は町民の生命、安全及び健康で平穏な生活を守る立場から、

下記事項の速やかな実現を図るよう強く要望する。 

 

記 

 

１ 事故原因が究明され有効な再発防止策が講じられるまで、全てのオスプレイの飛行

を停止すること。 

２ 事故原因を徹底究明し、速やかに関連情報を公開すること。 

３ CV-２２オスプレイの県内訓練場使用計画を撤回するとともに、嘉手納基地へのオス

プレイの飛来を一切中止すること。 

４ 日米地位協定を改定し、日本の航空法を米軍にも適用すること。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

令 和 ５ 年 １ ２ 月 １ ２ 日 

  沖縄県嘉手納町議会 

（あて先）  

内閣総理大臣 外務大臣 防衛大臣 内閣官房長官（沖縄基地負担軽減担当）  

沖縄及び北方対策担当大臣 外務省特命全権大使（沖縄担当） 沖縄防衛局長  

沖縄県知事  
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  沖縄県嘉手納町議会 

（あて先） 

駐日米国大使 在日米軍司令官 在沖米四軍沖縄地域調整官  

在沖米国総領事 嘉手納基地第１８航空団司令官 第３５３特殊作戦航空団司令官 

沖縄県議会議長 


